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会社の新株予約権等に関する事項
（１）当社役員が保有している職務執行の対価として交付された新株予約権の状況

　 該当事項はありません。

（２）当事業年度中に職務執行の対価として当社使用人等に交付された新株予約権

の状況

　 該当事項はありません。

（３）その他新株予約権等に関する重要な事項

該当事項はありません。
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連結株主資本等変動計算書
自 2019年７月１日 至 2020年６月30日

(単位：百万円）

株 主 資 本

資 本 金 資本剰余金 利益剰余金 自 己 株 式 株主資本合計

当 期 首 残 高 1,509 1,818 917 △82 4,162

当 期 変 動 額

剰余金の配当 △57 △57

親会社株主に帰属する当期純利益 189 189

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額)

当期変動額合計 ― ― 132 ― 132

当 期 末 残 高 1,509 1,818 1,049 △82 4,295

　

その他の包括利益累計額

純資産合計
繰延ヘッジ損益 為替換算調整勘定

そ の 他 の
包 括 利 益
累 計 額 合 計

当 期 首 残 高 △5 △2 △7 4,155

当 期 変 動 額

剰余金の配当 △57

親会社株主に帰属する当期純利益 189

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額)

14 0 15 15

当期変動額合計 14 0 15 147

当 期 末 残 高 9 △1 7 4,302
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連結注記表
　

１．連結計算書類作成のための基本となる重要な事項に関する注記

(1) 連結の範囲に関する事項

・連結子会社の数 ２社

・主要な連結子会社の名称 株式会社シカタ

　

(2) 会計方針に関する事項

イ 重要な資産の評価基準及び評価方法

　 たな卸資産の評価基準及び評価方法

商品及び製品 ：総平均法による原価法（収益性の低下による簿価切下げの方
法）
なお、一部子会社については、移動平均法による原価法（収
益性の低下による簿価切り下げの方法）を採用しておりま
す。

ロ 重要な減価償却資産の減価償却の方法

有形固定資産

（リース資産を

除く）

：定率法
なお、2016年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築
物は定額法を採用しております。

無形固定資産

（リース資産を

除く）

：定額法
自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能
期間（５年）に基づく定額法

リース資産 ：所有権移転外ファイナンス・リース取引
リース期間を耐用年数として、残存価額を零（残価保証の取
決めのあるものについては当該残価保証額）とする定額法を
採用しております。

ハ 繰延資産の処理方法

株式交付費 ：支出時に全額費用処理しております。
なお、企業規模の拡大のためにする資金調達などの財務活動
に係る株式交付費については、繰延資産に計上し、株式交付
時から３年間で定額法により償却しております。

ニ 重要な引当金の計上基準

貸倒引当金 ：債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については
貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個
別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しておりま
す。

賞与引当金 ：従業員に対する賞与の支給に充てるため、支給見込額に基づ
き当期負担額を計上しております。

役員賞与引当金：役員に対する賞与の支給に充てるため、支給見込額に基づき
当期負担額を計上しております。

返品調整引当金：将来の返品による損失に備えるため、過年度の返品実績等に
基づき、返品損失の見込額を計上しております。
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販売促進引当金：ギフトカードの利用等に伴い付与したプレミアム及びポイン
ト使用による販売促進費の発生に備えるため、付与額に基づ
き発生見込額を計上しております。

役員退職慰労引
当金

：役員の退職慰労金の支給に充てるため、内規に基づく期末要
支給額を計上しております。

リコール損失引
当金

：将来のリコールによる損失に備えるため、リコール損失の見
込額を計上しております。

ホ 退職給付に係る会計処理の方法

当社グループは、非積立型の確定給付制度、確定拠出年金及び前払退職金制度

を採用しております。退職一時金制度(非積立型であります。)では、退職給付と

して、給与と勤務期間に基づいた一時金を支給しております。

なお、当社および子会社が有する退職一時金制度については、簡便法により退

職給付に係る負債および退職給付費用を計算しております。

ヘ 重要なヘッジ会計の方法

① ヘッジ会計の方法

　 繰延ヘッジ処理によっております。

② ヘッジ手段とヘッジ対象

　 ヘッジ会計を適用したヘッジ手段とヘッジ対象は以下のとおりであります。

　 ヘッジ手段・・・為替予約

　 ヘッジ対象・・・商品輸入に伴う外貨建仕入債務、外貨建予定取引

③ ヘッジ方針

　 為替の変動リスクを低減する取引に限ることとし、売買益を目的とした投機

的な取引は行わないこととしております。

④ ヘッジ有効性評価の方法

　 ヘッジ対象の外貨建仕入債務等の為替リスクが減殺されているかどうかを検

証することによりヘッジの有効性を評価しております。

ト のれんの償却方法及び償却期間

　 のれんの償却については、10年間の定額法により償却を行っております。
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チ その他の連結計算書類作成のための重要な事項

① 消費税等の処理方法

　 税抜方式によっております。

② 外貨建資産・負債の本邦通貨への換算基準

　 外貨建金銭債権債務は、決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差

額は損益として処理しております。

２. 追加情報

（新型コロナウイルスの感染拡大の影響に関する会計上の見積り及び判断）

　 新型コロナウイルス感染症の世界的な拡大に伴い、経済や社会、企業活動に広

範な影響が生じており、このような状況下において、今後の新型コロナウイルス

感染症の終息時期やその影響を合理的に予測することは極めて困難な状況にあり

ますが、当社グループにおいては、翌連結会計年度下期以降には経済活動及び業

績が回復に向かうとの仮定に基づき、固定資産の減損会計に関する会計上の見積

りを会計処理に反映しております。

　 なお、上記仮定に変化が生じた場合には、当社グループの翌連結会計年度の業

績に影響を与える可能性があります。

３．連結貸借対照表に関する注記

有形固定資産の減価償却累計額

建物及び構築物 661百万円

その他 563百万円

合計 1,225百万円
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４. 連結株主資本等変動計算書に関する注記

(1) 当連結会計年度の末日における発行済株式の種類及び総数

株式の種類
当連結会計
年度期首

増 加 減 少
当連結会計
年度末

普通株式
（株）

14,717,350 ― ― 14,717,350

(2) 剰余金の配当に関する事項

①配当金支払額

決 議 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日

2019年
9月27日

定時株主総会
57百万円 4円00銭

2019年
6月30日

2019年
9月28日

②基準日が当連結会計年度に属する配当のうち配当の効力発生日が翌連結会計年度に

なるもの

決 議
株式の
種類

配当の
原資

配当金の
総額

１株当た
り配当額

基準日
効力
発生日

2020年
9月28日
定時株主
総会

普通株式 利益剰余金 57百万円 4円00銭
2020年
6月30日

2020年
9月29日
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５．金融商品に関する注記

(1) 金融商品の状況に関する事項

当社グループは、資金運用については短期的な預金等に限定し、銀行等金融機

関からの借入によって資金を調達しております。受取手形及び売掛金に係る取引

の信用リスクは、与信管理規程に沿ってリスク低減を図っております。

支払手形、買掛金及び未払法人税等は、短期間で決済されるものであります。

また、その一部には商品輸入に伴う外貨建てのものがあり、為替の変動リスクに

晒されております。借入金は主に運転資金に係る資金調達を目的としたものであ

り、返済日は最長で決算日後４年９ヵ月であります。なお、デリバティブについ

ては、借入金の金利変動リスク及び外貨建取引における為替変動リスクを回避す

るために利用し、投機的な取引は行わない方針であります。

(2) 金融商品の時価等に関する事項

2020年６月30日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額につい

ては、次のとおりであります。

（単位：百万円）

連結貸借対照表
計上額

時価 差額

① 現金及び預金 2,637 2,637 ―

② 受取手形及び売掛金 2,051

貸倒引当金 ※1 △10

2,040 2,040 ―

資産計 4,678 4,678 ―

① 支払手形及び買掛金 999 999 ―

② 短期借入金 2,102 2,102 ―

③ 長期借入金(１年内を含む) 1,464 1,467 2

④ 未払法人税等 107 107 ―

負債計 4,674 4,677 2

デリバティブ取引 ※2 14 14 ―

※1 受取手形及び売掛金については、対応する貸倒引当金を控除しております。

※2 デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示しており、

　 合計で正味の債務となる項目については、（）で表示しております。
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(注)金融商品の時価の算定方法及びデリバティブ取引に関する事項

イ 資産

① 現金及び預金、② 受取手形及び売掛金

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額に近似していることから、

当該帳簿価額によっております。

ロ 負債

① 支払手形及び買掛金、② 短期借入金、及び④ 未払法人税等

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額に近似していることから、

当該帳簿価額によっております。

③ 長期借入金(１年内を含む)

元利金の合計額を、同様の新規借入を行った場合に想定される利率で割り引い

た現在価値により算定しております。なお、変動金利によるものの利息額は、期

末時点の変動利率に基づき算定しております。

ハ デリバティブ取引

デリバティブ取引の時価については、取引先金融機関等から提示された価格等

に基づき算定しております。

６．１株当たり情報に関する注記

１株当たり純資産額 300円00銭

１株当たり当期純利益 13円22銭

７．重要な後発事象に関する注記

　 該当事項はありません。
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株主資本等変動計算書
自 2019年７月１日 至 2020年６月30日

(単位：百万円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金
資本剰余金

合計

その他
利益剰余金 利益剰余金

合計繰越利益
剰余金

当 期 首 残 高 1,509 1,818 1,818 765 765

当 期 変 動 額

剰余金の配当 △57 △57

当期純利益 162 162

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 ― ― ― 105 105

当 期 末 残 高 1,509 1,818 1,818 871 871

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
自己株式

株主資本
合計

繰延ヘッジ
損益

評価・換算
差額等合計

当 期 首 残 高 △82 4,011 △2 △2 4,009

当 期 変 動 額

剰余金の配当 △57 △57

当期純利益 162 162

株主資本以外の項目の
2 2 2

当期変動額（純額）

当期変動額合計 ― 105 2 2 107

当 期 末 残 高 △82 4,117 0 0 4,117
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個別注記表
　

１．重要な会計方針に係る事項に関する注記

(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法

① 有価証券の評価基準及び評価方法

子会社株式 ：移動平均法による原価法

② たな卸資産の評価基準及び評価方法

商品及び製品 ：総平均法による原価法（収益性の
低下による簿価切下げの方法）

(2) 固定資産の減価償却の方法

有形固定資産

(リース資産を除く)

：定率法
なお、2016年４月１日以降に取得した建物附属設備及
び構築物は定額法を採用しております。

無形固定資産

(リース資産を除く)

：定額法
自社利用のソフトウェアについては、社内における利
用可能期間（５年） に基づく定額法

リース資産 ：所有権移転外ファイナンス・リース取引
リース期間を耐用年数とし、残存価額を零（残価保証
の取決めのあるものについては当該残価保証額）とす
る定額法

(3) 繰延資産の処理方法

株式交付費 ：支出時に全額費用処理しております。
なお、企業規模の拡大のためにする資金調達などの財務活動
に係る株式交付費については、繰延資産に計上し、株式交付
時から３年間で定額法により償却しております。

(4) 引当金の計上基準

貸倒引当金 ：債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については
貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個
別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しておりま
す。

賞与引当金 ：従業員の賞与の支給に備えるため、支給見込額に基づき計上

しております。

返品調整引当金：将来の返品による損失に備えるため、過年度の返品実績等に
基づき、返品損失の見込額を計上しております。

販売促進引当金：ギフトカードの利用等に伴い付与したプレミアム及びポイン
ト使用による販売促進費の発生に備えるため、付与額に基づ
き発生見込額を計上しております。

リコール損失引
当金

：将来のリコールによる損失に備えるため、リコール損失の見
込額を計上しております。
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(5) 重要なヘッジ会計の方法

① ヘッジ会計の方法

　 繰延ヘッジ処理によっております。

② ヘッジ手段とヘッジ対象

　 ヘッジ会計を適用したヘッジ手段とヘッジ対象は以下のとおりであります。

　 ヘッジ手段・・・為替予約

　 ヘッジ対象・・・商品輸入に伴う外貨建仕入債務、外貨建予定取引

③ ヘッジ方針

　 為替の変動リスクを低減する取引に限ることとし、売買益を目的とした投機

的な取引は行わないこととしております。

④ ヘッジ有効性評価の方法

　 ヘッジ対象の外貨建仕入債務等の為替リスクが減殺されているかどうかを検

証することによりヘッジの有効性を評価しております。

(6) その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項

① 消費税等の処理方法

　 税抜方式によっております。

② 外貨建資産・負債の本邦通貨への換算基準

　 外貨建金銭債権債務は、決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差

額は損益として処理しております。

２. 追加情報

（新型コロナウイルスの感染拡大の影響に関する会計上の見積り及び判断）

　 新型コロナウイルス感染症の世界的な拡大に伴い、経済や社会、企業活動に広

範な影響が生じており、このような状況下において、今後の新型コロナウイルス

感染症の終息時期やその影響を合理的に予測することは極めて困難な状況にあり

ますが、当社においては、翌事業年度下期以降には経済活動及び業績が回復に向

かうとの仮定に基づき、固定資産の減損会計に関する会計上の見積りを会計処理

に反映しております。

　 なお、上記仮定に変化が生じた場合には、当社の翌事業年度の業績に影響を与

える可能性があります。

３. 貸借対照表に関する注記

(1) 資産から直接控除した減価償却累計額

有形固定資産の減価償却累計額 758百万円

(2) 関係会社に対する金銭債権または金銭債務

短期金銭債権 1百万円

短期金銭債務 29百万円
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４．損益計算書に関する注記

(1) 通常の販売目的で保有する棚卸資産の収益性の低下による簿価切下額は次のと

おりであります。

売上原価 85百万円

(2) 関係会社との取引高

営業取引による取引高

売上高 48百万円

売上原価 173百万円

販売費及び一般管理費 26百万円

営業取引以外の取引による取引高 0百万円

(3) 当社は以下の資産グループについて減損損失を計上しました。

用途 種類 場所

店舗
建物
工具、器具及び備品

千葉県船橋市他
合計8店舗

① 資産のグルーピング

当社は、管理会計上の区分に基づいた事業の別により資産のグルーピングを

行っております。

② 減損損失の認識に至った経緯

小売事業のうち上記の店舗については、営業活動から生じる損益が継続して

マイナスとなる見込みのため、小売事業に係る資産グループの帳簿価額を回収

可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失（33百万円）として特別損失に計

上いたしました。

③ 減損損失の内訳

建物 29百万円

工具、器具及び備品 3百万円

④ 回収可能価額の算定方法

当資産グループの回収可能価額は使用価値により測定しており、将来キャッ

シュ・フローを３％で割り引いて算定しております。

― 12 ―

2020年08月28日 10時54分 $FOLDER; 13ページ （Tess 1.50(64) 20200401(on201812)_02）



５. 株主資本等変動計算書に関する注記

自己株式に関する事項

株式の種類
当事業年度

期首
増加 減少 当事業年度末

普通株式
（株）

374,715 ― ― 374,715

６. 税効果会計に関する注記

繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

繰延税金資産

たな卸資産評価損 91百万円

繰越欠損金 21百万円

貸倒引当金 6百万円

固定資産減損損失 21百万円

資産除去債務 22百万円

その他 33百万円

繰延税金資産小計 195百万円

評価性引当額 △21百万円

繰延税金資産合計 173百万円

繰延税金負債

繰延ヘッジ利益 △0百万円

繰延税金負債合計 △0百万円

繰延税金資産の純額 173百万円

７. リースにより使用する固定資産に関する注記

工具、器具及び備品等の一部を所有権移転外ファイナンス・リース契約により使

用しております。
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８. 関連当事者との取引に関する注記

親会社及び法人主要株主等

属性
会社等の
名称

住所

資本金
又は
出資金
(百万円)

事業の内容
又は職業

議決権等
の所有
(被所有)
割合（％）

関連当
事者と
の関係

取引の内容
取引
金額

(百万円)
科目

期末
残高

(百万円)

親会社
ＲＩＺＡＰ
グループ株
式会社

東京都
新宿区

19,200

グループの
中長期経営
戦略の立
案・遂行、
グループ各
社の事業戦
略実行支
援・事業活
動の管理

(被所有)
直接 51.7

―

当社銀行借
入に対する
債務保証
(注)１

2,010 ― ―

当社リース
債務に対す
る債務保証
(注)１

4 ― ―

資金の貸付
(注）２

300 ― ―

資金の返済 300 ― ―

利息の受取
(注)２

0 ― ―

(注)１ 当社は、金融機関からの借入及び一部のリース契約に対し、親会社のＲＩＺ

ＡＰグループ株式会社より債務保証を受けております。なお、債務保証の取

引金額は、期末借入金残高及び期末リース債務残高を記載しております。ま

た、当該債務保証につきましては、保証料の支払を行っておりません。

２ 資金の貸付については、市場金利を勘案して利率を合理的に決定しており

　 ます。

９. １株当たり情報に関する注記

１株当たり純資産額 287円06銭

１株当たり当期純利益 11円36銭
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